
平成1 1 年度 東海 ･ 北陸地区国立学校等技術専門職員研修

( 生物 ･ 生命科学 コ ー

ス) に参加 して

山本 みどり (技術部第 一 技術系第 一 班)

平成1 1 年度東海 ･

北陸 地区国立学校等技術専門職員研修 (生物 ･

生命科学コ ー ス)

が8 月∃1 日か ら9 月3 の 4 日間 にわたり ､ 静岡大学 で 開催されま した ｡ 1 日目は物理 ･ 化

学 コ ー

ス と合同 で ､ 大学 行政上の 諸問題 ､ 人事行政 上の諸問題 ､ 人事事務 上の 課 題 ､

環 境問題 へ の 対応と4 つ の 講義を受講 した ｡ 環境 問題 へ の対応で は静岡大学ら しい 話

題 の提 供 で富士 山の環境 保護に 関す る研究 をされ て い る先 生 の 講義で ､ 遠くか ら見

るとき れ い な富士山で あ るが ､ そ の 裾野の あまりの広さの た め に不法 行為が防ぎき

れない とい う現在の厳 し い 状況 をス ライ ドを使 っ て ､ わ かりやすく説明 して 頂 い た ｡

順を追 っ て の説 明で あ っ た の で ､ 生物系で の研究 の進め方と いうもの がよく理解で

き ､ その研究 を進める手順の考え方は他の 分野 で も応用が効くもの だと思 っ た ｡

2 日目からは物理 ･

化学 コ
ー

ス と分か れ生物 ･ 生 命科学 コ ー ス (Z 5 名受講) の研修

が始り ､ 三重大 学か らは生物資源学部と 工学部 よリ1名ずつ 参加 した ｡ 静岡大学技術

専門官 に よる先 輩講話 で は ､ 単分 子膜 とL B 膜作成 につ い て 研 究され た時の お 話 しが

中心で ､ 自分 の仕事と直接関係の あるお話しが聞けるとは予想外で あ っ た ｡ 農学部

の 先生 方 による講義で は それぞれ の研究対象に対して熱意と愛情をも っ て 研究 され

て い る と い う こ とが伝わ っ て きた ｡ な かで も ｢花が 飛んだり するはな し｣ で は ､ 研

究対象で あるシ ンビ ジウ ムが胡蝶蘭に人気 を奪われた こ と へ の 悔 しさ を ､ ひ ょ うき

ん に語られた｡ これ らの花 を見た らき っ と静岡大 学で の研修を思 い出すだろう｡

3 日目は
一

日中実 習で ､
｢ 大 腸菌に お けるG F P 遺 伝子 の導入及び発現｣ を 選択 した ｡

まずG F P が何 で あ るか分 からな か っ た の で 同 じ実 習 を受 ける 方 に ､ G F P と はG r e e n

Fl u o r e s c e n t P r o t ei n で ある こ となど､
い ろ い ろ説明 して頂い た ｡ 当分子素材工 学科

の宮嶋先生の最終講義で 見た光るカイ コ の ス ライ ドを思 い 出 した ｡ こ の 実習は払 に

は大変難 しく ､ 指導書を読 ん で も ､ 説 明を 受 けて も理解で きず ､ 隣の ベテ ラ ン の人

を見よう見まね で何 とか終 えた ｡ 他の コ ー

ス を選ん だ人 もかな り難 しか っ たら しい ｡

4 日 目は午前講義 ､ 午後工場 見学 ( サ ッ ポロ ビ ー ル静岡工 場) とい うスケ ジ ュ ー ル

で あ っ た ｡ 講義 ｢ 生命科学とバイ オ技術｣ で は ､
バ イオ技術 の基礎 か ら早足で 学ん

だ ｡ ク ロ
ー ンカ エ ルを考えた人が い て ､ 実 行 した人 が い て ､ さ まざま な技術が確立

されて い っ た過 程が良く分 か っ た ｡ 研修終了数日後の新聞に ､ ある種 の物質 に 反応

して 光 るカ エ ル の 写真が載 っ て い た ｡ もの すごい ス ピ
ー

ドで 発展 して い る分野 で あ

る こと をあらためて実感した ｡ 今回の研修 で は静岡大学職員会館を宿舎と して利用

させて い ただき ､
4 日間を 一 緒に過 ご しお互 い の 仕事の こ とな どい ろ い ろな話を何う

こ とがで きとて も有意義な研修で した ｡
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